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CT 透視下経皮肺生検の 被曝線量 の 検討 〜 第2報 〜
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【目的】 CT 透 視 下 経 皮 肺 生 検 は ．穿 刺 困 難 な 症 例 に 対 し て 、安 全 か つ 正 確 な 生検 を 可 能 と し た 。

そ の 有 用性 が 高 く評 価 さ れ る
一

方 、患 者 や 術 者 の 被 曝 が 多 い こ とが 問 題 に な っ て い る 。 そ こ で ．

我 々 は 被 曝線 量 の 低 減 の た め の 検 討 を 行 っ た の で 報 告 す る ．

【使 用 機器 】 CT 装 置 （SIEMENS 　SOMATOM 　PIus 　4 ）、防 護 具 （フ ェ イ ス ガ ー ド．甲状 腺 プ ロ

テ ク タ 、グ ロ
ー ブ 、 ニ

ー ドル ポ ル ダ）、TLD

【方 法 】 ］ 当 院 に お け る 、CT 透 視 下 経 皮 肺 生 検 の 手 順 を Fig − 1 に 示 す 。 以 下 、そ れ ぞ れ

の 行 程 を 撮 影 1 〜 3 お よ び 透 視 と 呼 ぶ 。 1 ）患 者 被 曝 の 検 討 ：透 視 お よ び 撮 影 条 件 と 皮 膚 表

面 線 量 の 関 係 を TLD を 用 い て 測 定 し た 。 透 視 画 像 に 関 し て は テ ス トフ ァ ン ト ム の 最 小

識 別 能 を 視 覚 評 価 し た 。 撮 影 に 関 し て は 臨 床 画 像 で 評 価 し た 。 検 討 し た 撮 影 条 件 に つ い

て 、 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン （全 肺 野 30cm 、病 変 部 位 1cm を 想 定 ） を 行 い 、表 面 線 量 を 測 定

した 。 9 症 例 に つ い て 、 ラ ン ド フ ァ ン トム に 生 検 時 と 同 様 の 照 射 を 行 い 、被 曝 線 量 （表 面

線 量 ）を 推 測 し た 。 2 ）術 者 被 曝 の 検 討 ：生 検 時 と 同 様 の 位 置 に フ ァ ン ト ム を 配 置 し 、変 更

後 の 条 件 で 、600sec の 透 視 を 行 い 、 防 護 具 の 有 無 に よ る 表 面 線 量 の 変 化 を 測 定 し た 。

14 症 例 に つ い て ．術 者 の 眼 、 頸 部 、 手 指 の 被 曝 線 量 を TLD で 実 測 し た 。

【結 果 ユ 被 曝 低 減 を 目的 と し た 検 論 の 結 果、決 定 し た 透 視 お よび 撮 影 条 件 を Table − 1 に 示 す 。

撮 影 3 の 条 件 は 、肺 野 の み を 対 象 と し て 設 定 し た 。 条 件 変 更 に よ り 、シ ミ ュ レ ーシ ョ ン で は

患者 被 曝 を 75 ％ 減 少 す る こ と が で き た 。 ラ ン ド フ ァ ン ト ム を 用 い て 推 測 し た 患 者 被 曝 を

Fig − 2 に 示 す 。 条 件 の 見 直 し に よ っ て 被 曝 線 量 が 低 減 さ れ て い る こ と が 確 認 さ れ た ． 術

者 に つ い て は 防 護 具 の 使 用 に よ り グ ロ
ー ブ で は 26 ％ 、 ニ

ー
ド ル ホ ル ダ で は 90 ％ 、 フ ェ

イ ス ガ
ー

ド で は 65 ％ 、 甲 状 腺 プ ロ テ ク タ で は 90 ％ の 被 曝 低 減 が 可 能 で あ っ た 。 以 上 に

よ り 得 た デ ー タ を 啓 蒙 活 動 の 資 料 と し た 。検 討 を 行 う 前 後 の 、 実 測 し た 術 者 被 曝 の 抜 粋

を Table − 2 に 示 す 。 部 位 や 症 例 に よ っ て ば ら つ き か あ る が 被 曝 低 減 が な さ れ て い る こ と

が 確 認 で き た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 撮影．1　　 全肺野 撮影 （8mm 厚、10mm 移動）【考 察 】 患 者 被 曝 は 、透 視 条 件 や 撮 影 条 件 の 変 更 に

よ り 75 ％ の 、術 者 被 曝 は 、防 護 具 の 装 着 や 透 視 条 件

の 変 更 に よ り 90 ％ 以 上 の 低 減 が で き た 。術 者 に 対

す る 被 曝 低 減 へ の 啓 蒙 活 動 に よ り 、透 視 時 問 の 短 縮

や 線 束 へ の 接 近 が 改 善 さ れ ．さ ら な る 被 曝 低 減 が

可 能 と 思 わ れ る 。

Table．1 変更 前後の 撮影 および透視 条件

変更前 変更後

撮影．1120kV ，240mA120kV ，200mA
撮 影．2140kV ，17 τmA140kV ，146mA
透視 140kV ，43mA80kV ，75mA

撮 影．3120kV ，240mA 　120kV ，50mA
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撮 影，2 病変位置決め撮影 （1mm 厚、1．5mm 移動）

透 視 CT 透視 下生検

撮影．3 　 　気胸 確認 撮影 （8mm 厚、10mm 移 動）
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Fig．2　患 者被 曝 （透 視時閥と表 面線 燈）

Fig．1　 CT 透視下経皮肺生検の 手順

Table．2　術者被 曝の推移

症例 A 症 例 B 症例 C 症例 D 症例 E

防蜃具 一 十 十 十 †

裡 鴛 圧 14αkV140kV80kV 跚 kV80kV

槻 電 漁 43mA43mA75mA75mA75mA
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